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1．対象施設 

この施設計画の対象とする法面・斜面の小規模対策構造物は、土留擁壁を対象とする。 

 

2．法面・斜面の小規模対策構造物の現状と課題 

2.1 管理道路の現状 

（1）管理延長と主な施設数 

道路区分 町道管理延長 
土留工 

石積工 ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁工 法枠工 吹付工 

1 級市道 23418.9ｍ 39箇所 303箇所 9箇所 14箇所 

2 級市道 25263.7ｍ 106箇所 212箇所 4箇所 16箇所 

その他市道 173208.5ｍ 未確認 

計 221891.1ｍ 145箇所 515箇所 13箇所 30箇所 

（2）平均交通量 

 小鹿野町は管理町道の交通量調査を実施していない。 

 

2.2土木費予算の現状 

・土木費の予算はほぼ横ばいであるが、近年は増加傾向にある。 

                         単位：千円 

 

343,394 
300,457 

372,591 352,850 367,768 
410,593 

378,299 351,488 

281,581 270,608 259,205 

368,216 

443,208 

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

土木費
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2.3 法面・斜面の小規模対策構造物の現状 

小鹿野町が管理する法面・斜面の小規模対策構造物の多くは建設から長い年月が経った

ものが多く、老朽化が進行している。また、小鹿野町は年間を通じて寒暖の差が著しい環

境であり、法面・斜面の小規模対策構造物の老朽化を早める一因ともなっている。このよ

うに、経年変化や自然環境的要因による劣化が確認されていることから、今後は事故が起

こる前に老朽化の程度を把握し対策を講じる「予防保全」型の維持・補修を実施すること

が求められている。 

 

3．法面・斜面の小規模対策構造物の維持管理の基本的な考え方 

3.1 法面・斜面の小規模対策構造物管理の基本方針 

法面・斜面の小規模対策構造物の個別施設計画の策定にあたっては、点検結果を踏まえ

た適切な措置を行うことで、第三者等への被害を発生させず、安全で合理的な管理を目指

します。 

 

3.2 点検方法・点検頻度 

種類 点検方法 点検頻度 

土留擁壁 目視点検 巡視の機会を通じた構造物状況の把握 

 

4．計画期間 

当該個別施設計画の計画期間は、５年とする 

 

5．対策の優先順位（補修計画の方針） 

第三者への被害の深刻度、損傷状況、路線の重要性、交通量、地域要望等を考慮し修繕

や交換の優先順位を決定する。 
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6．法面・斜面の小規模対策構造物の状態 

令和6年度までに点検した構造物点検結果は以下のとおり 

種類 点検数量 対策不要 要対策 

土留擁壁 4箇所 0箇所   4箇所 

 

7．対策内容と実施時期 

・別紙１、別図１のとおり 

・法面・斜面の小規模対策構造物の修繕が効率的に実施されるように、その損傷に最も適

した対策・方法・時期を決定する。 

 

8．記録 

・点検及び撤去・更新、交換廃止等を 行った際には、その内容と実施時期 等の履歴を確

実に記録し、これを保管する。 



対策必要箇所一覧表（R6～R10） （単位：千円） 別紙１

R6 R7 R8 R9 R10

1
そ
の
他

町道216号線 L=30.0m  W=3.5m
土留工

（ｺﾝｸﾘｰﾄ
ﾌﾞﾛｯｸ工）

5,000 5,000

長留

2
2
級

町道両神82号線 L=50.0m  W=4.5m
土留工

（大型ﾌﾞ
ﾛｯｸ工）

5,000 5,000

両神小森

3
1
級

町道両神43号線 L=60.0m  W=5.0m
土留工

（大型ﾌﾞ
ﾛｯｸ工）

30,000 30,000

両神小森

4 -
両神薄堀田地内道路
敷

L=30.0m  W=3.0m
土留工

（補強盛
土工）

7,000 3,000 4,000

両神薄

40,000 30,000 10,000

場所
事　業　年　度

番号
分
類

事　　業　　内　　容 対策内容 概算事業費
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小鹿野町道路法面・斜面の小規模対策の個別施設計画 別図１

町道216号線

土留工（ブロック積工）

町道両神82号線

土留工（モルタル吹付工）

町道両神43号線

土留工（大型ブロック積工）

両神薄堀田地内道路敷

土留工（補強盛土工）
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